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今年も、熊野高校吹奏楽部による
“まちかどコンサート”が行われました。
くちくまのまちのほっとステーション（ＪＲ朝来駅）で

「議会だより」は、上富田町のホームページにも掲載しています

６月議会の一般質問は４議員が登壇!

沖田公子議員：妊産婦健診を無料化に、健康診断に前立腺がん検査を導入することについて

山本明生議員：文化財の保護について、梅振興について

井澗　治議員：公立保育所について、子育ての全面的施策について、国保税・介護保険料

について　他

木村政子議員：学校図書館について、レジ袋有料化の働きかけを、女性問題専門の相談窓

口を設置してはどうか
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６月定例会は、平成１９年６月７日に
開会し、６月１５日に閉会しました。 ６月

議会

○平成１９年度上富田町一般会計補正予算（第２号）

今回、１５１，６７２千円を追加し、総額を４，５３０，７７２千円とするものです。

≪総務費≫

・地域新エネルギービジョン策定等業務委託料･･･････････････････････････････････６，４００千円

（近年、地球温暖化問題への取り組みが求められており、二酸化炭素等の地球温暖化ガスの排出を削

減する観点から、化石燃料代替エネルギーとして、将来的に太陽光発電や風力発電などの潜在的な

地域新エネルギーの普及に努めるため事業計画等を作成する。）

≪民生費≫

・後期高齢者医療費システム開発委託料･･･････････････････････････････････････１２，７９６千円

（平成２０年４月より開始される７５歳以上の後期高齢者医療制度に伴う電算システムの開発費用）

・特別会計国民健康保険繰出金･･･････････････････････････････････････････････１２，６２０千円

（国民健康保険事業会計の町負担分として一般会計より繰出）

≪農林水産業費≫

・経営構造対策事業費負担金･･･････････････････････････････････････････････１００，０００千円

（ＪＡ上富田事業所の梅選果機導入に伴う国費補助金分を受け入れて同額を支出する。）

当局提案は３７件、議会提案は２件

予　算
平成１８年度一般会計最終予算額（専決処分）６，４８６，６９０千円と、平成１８年度特別会計

予算１１件（専決処分）が承認されました。
また、平成１９年度上富田町一般会計補正予算では、（第１号）の専決処分報告と、補正予算（第２

号）の議案が提出され、専決処分は承認され、議案は可決されました。
主な内容については、次のとおりです。

○平成１９年度上富田町一般会計補正予算（第１号）
今回、７２，１００千円を追加し、総額を４，３７９，１００千円とするものです。
≪教育費≫
・体育施設管理費･･･････････････････････････････････････････････････････････７２，１００千円
（上富田スポーツセンターの球技場の管理棟建築、屋内イベント広場改修等の工事費）

人口芝に改修した屋内イベント広場
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条例関係等

今年も上富田中学校の生徒25

名が８月15日から24日にかけ

てオーストラリアのタミンミ

ンハイスクールを訪問（結団

壮行会、上富田文化会館で）

◎上富田町税条例の一部を改正する条例
地方税の一部改正に伴い、株式等の配当・譲渡益等にかかる軽減税率の適用期限の延長、住宅のバ
リアフリー改修にかかる固定資産税の特例措置の創設等をするものです。
◎上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、基礎課税限度額（医療分）５３０，０００円を５６０，
０００円に改正するものです。
◎上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
消防団員等にかかる損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、公務災害による対象扶養親族
の補償基礎額については、一律に日額２００円を加算するものです。

◎上富田町国民健康保険条例の一部を改正する条例

国民健康保険法の改正に伴い、一部負担について３歳までであった２割負担を６歳に達する日以後

の最初の３月３１日までに、及び７０歳以降の１割負担金を２割負担金に改正するもので、この改

正は平成２０年４月１日より施行となります。

◎上富田町ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の全部を改正する条例

県のひとり親家庭医療費交付要綱の改正に伴い、８月以降の診療分医療費の給付方法等について、

本人及び医療機関に給付していたものを、県の国民健康保険団体連合会及び県社会保険診療報酬支

払基金を通じて医療機関等への支払いを可能とする改正です。

≪土木費≫

・町内会館建設等補助金････････････････････････････････････････････････････････････３５０千円

（トビノ町内会館下水道引き込みにかかる補助金）

・道路橋梁維持費（工事請負費）････････････････････････････････････････････････３，９００千円

（町道等の維持補修費）

・住宅管理費（建物補償費）･････････････････････････････････････････････････････１１，５００千円

（水穂住宅の移転に伴い、入居者よりの預り金を一部返還する。）

≪教育費≫

・海外研修業務委託料････････････････････････････････････････････････････････････２，７６５千円

（毎年実施している上中生徒のオーストラリア研修委託料追加分で、参加生徒等の増によるもの。）

平成18年度上富田町消防団・

消防署合同山林火災訓練より

（スポーツセンターで）
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◎上富田町交通指導員条例の一部を改正する条例

会長、副会長等について、経験を活かしより一層の指導力を発揮していただくため、６０歳以下と

する年齢制限を緩和するものです。

◎和歌山県市町村職員退職手当事務組合を組織する地方公共団体数の増加及び和歌山県市町村職員退

職手当事務組合規約の変更に関する協議について

今回、当組合に和歌山県町村議会議員等公務災害補償組合を加えるものです。

◎和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合を組織する地方公共団体数の増加及び和歌山県市町村

非常勤職員公務災害補償組合規約の変更に関する協議について

今回、当組合に御坊市日高川町中学校組合を加えるものです。

◎調停の申立てについて

岩崎地区にある上富田町土壌改良剤製造大型共同作業場について、現在管理委託している土壌改良

剤製造組合に対し、明渡しに係る調停の申立てを行うものです。

◎上富田町教育委員会教育長の給与の減額支給に関する条例の一部を改正する条例

教育委員会の教育長の給与を、給料月額を１００分の１０減額するもので、行政改革の一環として、

これまで同様に、引き続き延長して行うものです。

◎上富田町大谷集会所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

大谷第1集会所については、昭和５０年に社会教育を振興し、併せて青年、婦人をはじめ住民の福

祉向上を図るため建築していましたが、近年、老朽化が著しく、また総合センターや児童館の活用

により利用頻度が少ないため、今回集会所としての管理を廃止し、その後取り壊すものです。

交通安全教室より（岡小学校で）

老朽化により取り壊す大谷第１集会所
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工事請負契約

人事案件

これまでの広報編集委員会は、昭和５２年４月２２日付で定められた議会広報規則及び議会広報編

集委員会規程に基づき設置されていましたが、近年、地方自治法の改正等により、議会制度の充実が

図られ、また求められている中で、今後、さらに広報活動を充実するために、６月定例会において議

会広報特別委員会を設置しました。（これまでの規則、規程は廃止となります。）

委 員 長　　畑　山　　　豊　　　　副委員長　　山　本　明　生
委　　員　　木　村　政　子　　　　委　　員　　三　浦　耕　一
委　　員　　榎　本　　　敏　　　　委　　員　　吉　田　盛　彦

◎工事名・・平成１８年度 繰越第１号　小学校管理事業　朝来小学校屋内運動場建築工事

契約額・・・３６３，３００，０００円

契約相手・・西牟婁郡上富田町生馬５６７－１　株式会社　後工務店　　代表取締役　後　雅雄

◎教育委員会委員の谷本圭司氏が、本年８月３１日で任期満了となるた

め、引き続いて同氏を任命することを求められ、全会一致で同意され

ました。

上富田町市ノ瀬１４４８番地　　　谷　本　圭　司

着工した屋内運動場建築現場

（７月３０日現在）
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②
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用
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ど
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〇
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。

こ
れ
を
踏
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診
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実
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で
あ
る
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五
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程
度
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公

費
負
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す
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行
い

ま
し
た
。

上
富
田
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と
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も
、
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〇
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け
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は
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発
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の
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齢
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査
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前
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ン
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抗
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と
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ま
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こ
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血
液
検

査
を
行
う
よ
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な
っ
て
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ら
は
、
前
立
腺
ガ
ン
の

発
見
率
が
約
二
倍
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
直
腸
指
診
は
、
肛

門
か
ら
直
接
指
で
触
れ
て

診
察
す
る
方
法
で
す
が
、

こ
れ
は
、
血
液
検
査
の
欠

点
を
補
う
上
で
大
変
必
要

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。以

上
を
踏
ま
え
、
我
が

上
富
田
町
に
お
い
て
も
、

健
康
診
断
に
前
立
腺
ガ
ン

の
検
診
を
ぜ
ひ
加
え
て
い

た
だ
き
、
女
性
の
乳
ガ
ン

と
同
様
に
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
で
町
民
の
健
康

を
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進
す
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き
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え
ま

す
。

町
長

県
下
的
に
見
ま
し

て
も
、
三
町
ほ
ど
が
既
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
和
歌

山
県
は
、
全
国
的
に
低
い

と
い
う
の
は
実
情
で
す
。

基
本
的
に
言
い
ま
し
た

ら
、
や
は
り
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
精
神
を
も
っ

て
、
今
後
、
前
向
き
に
こ

れ
は
、
検
討
は
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
ご

了
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う

に
お
願
い
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

６月定例会の一般質問は、日程２日目の６月12日行われ、
４議員が登壇し、当局の考えを質しました。その質問、答弁
の趣旨をまとめて掲載しています。

ここが聞きたい！

上富田町では健診とは別に、妊産婦の方を対象に母親教室を行っています。

（上富田町保健センターで）

沖 田　公 子 議員 
①妊産婦健診を無料化に ②健康診断に前立腺がん検査を導入することについて 

沖 田　公 子 議員 
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質
問

県
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
田
中
神
社
の
森

が
数
年
前
の
台
風
か
ら
、
楠

木
や
藤
が
傷
ん
で
、
昔
の
よ

う
な
勢
い
が
な
く
、
早
急
な

保
護
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長

文
化
財
関
係
で
、
田

中
神
社
の
岡
藤
の
こ
と
で
す

が
、
地
元
か
ら
も
そ
う
い
う

意
見
が
あ
っ
て
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
県
の
教
育
委

員
会
と
相
談
し
て
調
査
を
し

て
お
り
、
保
護
は
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
や
は
り

Ｊ
Ａ
紀
南
と
い
う
の
は
梅
の

産
地
で
す
の
で
、
こ
の
時
期

を
ま
ず
乗
り
越
え
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
。行

政
側
と
し
て
、
販
売
拡

大
に
つ
い
て
は
今
後
共
努
力

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
し

か
し
、
や
は
り
問
題
と
な
る

の
は
、
生
産
者
の
方
が
農
業

経
営
で
き
る
、
要
す
る
に
単

価
が
決
ま
っ
た
ら
、
そ
の
中

で
農
業
経
営
が
で
き
る
よ
う

な
格
好
の
努
力
を
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
、
梅
農
家
は

消
え
て
く
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
今
の
状
況
は
荷
受
け

調
整
に
入
っ
て
お
り
、
不
安

要
素
が
大
変
あ
り
ま
す
が
、

我
々
と
し
て
は
市
場
関
係
者

の
方
に
も
、努
力
を
し
て
い

た
だ
い
て
、
販
売
促
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

産
業
建
設
課
企
画
員

低
温
障
害
の
秀
品
率
の
割

合
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
Ｊ
Ａ

紀
南
の
方
で
確
認
し
た
ら
、

平
年
は
七
〇
％
で
、
今
年
の

場
合
は
五
〇
％
程
度
で
す
。

ま
た
、
梅
の
低
温
被
害
に
つ

い
て
農
業
共
済
の
方
で
凍
瘡

害
も
被
害
対
象
で
、
支
払
い

の
対
象
と
い
う
見
解
を
持
っ

て
い
ま
す
。

質
問

一
昨
年
か
ら
、
梅
生

産
者
に
と
っ
て
、
価
格
の
落

ち
込
み
が
大
き
な
痛
手
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
よ

り
も
今
年
は
益
々
状
況
が
厳

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
需

給
動
向
に
つ
い
て
見
通
し

と
、本
年
度
の
冷
害
の
被
害

が
共
済
で
カ
バ
ー
で
き
る
か

聞
き
た
い
。

町
長

梅
の
件
で
す
が
、
昨

年
は
ご
存
知
の
よ
う
に
全
体

的
に
低
温
と
い
う
こ
と
で
出

荷
時
期
が
遅
れ
て
、
他
の
産

地
の
低
価
格
梅
の
値
段
に
引

き
ず
ら
れ
て
、
三
百
円
を
割

っ
た
と
い
う
よ
う
な
格
好
の

中
で
の
終
結
で
、
非
常
に
厳

し
か
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。
本
年
は
三
月
末
の
低

温
障
害
で
、
秀
品
率
の
低
下

を
大
変
懸
念
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

梅
の
栽
培
面
積
が
全
国
的

に
増
え
た
の
は
、
他
の
農
産

物
に
比
べ
て
や
は
り
収
益
率

が
高
か
っ
た
か
ら
で
す
。今
、

中
国
の
梅
は
安
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
中
国
の
生
産
農
家

が
少
な
く
な
る
の
で
は
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
低
価

格
が
続
け
ば
、
全
国
的
に
も

消
え
る
産
地
も
出
て
く
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田中神社（岡地区）

②
梅
振
興
に
つ
い
て

①
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

教
委
生
涯
学
習
課
企
画
員

岡
藤
に
つ
い
て
は
、
最
近

花
も
少
な
く
、
少
し
衰
弱
し

て
い
る
の
で
は
と
の
事
で
、

県
教
育
委
員
会
文
化
遺
産
課

に
報
告
し
ま
し
た
。

県
教
委
で
は
、
五
月
一
日

に
専
門
の
樹
木
医
二
名
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
確
認

さ
れ
た
と
こ
ろ
、
特
に
岡
藤

が
衰
弱
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
五
月
二

九
日
に
は
、
県
文
化
遺
産
課

調
査
班
よ
り
担
当
二
名
が
調

査
に
来
ら
れ
、
そ
の
と
き
の

指
導
事
項
は
、
毎
年
同
じ
時

期
に
観
察
し
て
、
比
較
検
討

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
の

で
は
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

今
後
は
、
県
教
委
文
化
遺
産

課
並
び
に
、
樹
木
医
の
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
岡
藤
の

保
護
に
努
め
ま
す
。

山本明生 議員 山本明生 議員 
①文化財の保護について②梅振興について 
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質
問

各
地
域
の
小
学
校
は
旧

村
単
位
で
学
校
が
つ
く
ら
れ
深

い
伝
統
と
歴
史
が
あ
る
。
上
富

田
町
は
伝
統
を
生
か
し
小
学
校

の
統
合
を
し
な
い
で
や
っ
て
い

ま
す
。
保
育
所
も
住
民
の
運
動

や
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
そ

だ
て
る
住
民
の
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
。
幼
保
一
体
化
で
保
育
所

で
行
く
方
向
を
打
ち
出
し
た
保

育
所
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
公

立
幼
稚
園
の
な
い
中
で
保
育
所

を
地
域
に
根
差
し
た
保
育
所
と

し
て
子
育
て
の
拠
点
に
位
置
づ

け
る
大
事
な
施
設
と
し
て
の
理

念
に
転
換
す
べ
き
で
な
い
か
。

町
長

地
域
性
を
重
視
す
る

か
、
保
育
環
境
を
よ
く
す
る
か

で
す
が
私
は
保
育
環
境
を
よ
く

し
た
い
と
説
明
し
て
い
る
。
保

育
の
年
齢
の
引
き
下
げ
、
時
間

延
長
、
障
害
児
保
育
を
す
る
と

い
う
様
な
こ
と
で
す
。
生
馬
、

岩
田
、
市
ノ
瀬
の
保
育
所
を
軸

に
そ
う
い
う
事
が
出
来
た
ら
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
保
育
所

の
耐
震
化
、
保
育
所
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
将
来
的
に
は
統
合

し
て
保
育
内
容
を
充
実
す
る
こ

と
を
保
護
者
の
方
に
お
願
い
し

た
い
。

質
問

保
育
所
を
合
併
し
て
、

そ
の
後
市
場
化
テ
ス
ト
法
で
民

間
委
託
を
す
る
問
題
が
出
て
く

る
方
向
が
あ
る
。
公
立
保
育
所

の
存
在
、
そ
の
意
義
を
考
え
る

事
を
し
っ
か
り
持
つ
、
と
い
う

事
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

町
長

市
場
化
テ
ス
ト
、
指
定

管
理
者
制
度
を
す
べ
て
良
い
と

主
張
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
私

は
疑
問
視
し
て
い
ま
す
。
統
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
質
問
に
あ

っ
た
問
題
を
議
論
す
る
必
要
が

出
て
き
ま
す
。
県
下
的
に
事
例

を
参
考
に
今
後
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

質
問

若
者
が
町
の
人
口
比
で

ど
れ
だ
け
占
め
る
か
、
町
の
将

来
を
占
う
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
。
若
者
が
大
勢
住
む
町
は
そ

れ
だ
け
若
者
を
引
き
つ
け
る
子

育
て
支
援
策
が
取
ら
れ
て
い
る

の
が
特
徴
。
上
富
田
町
は
０
歳

児
か
ら
九
歳
児
の
子
ど
も
の
数

が
限
り
な
く
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
を
ど
う
見
る
か
。
町
は
平

成
十
七
年
三
月
に
「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
を
作
っ
て

い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏

ま
え
て
の
行
動
計
画
で
す
。
そ

の
中
で
教
育
者
の
目
で
見
る
今

後
の
取
り
組
み
の
方
向
の
一
番

多
い
の
が
乳
幼
児
の
就
学
前
の

金
銭
的
負
担
が
あ
り
ま
す
。

（
次
は
遊
び
場
・
食
欲
・
健
康

状
態
で
す
。）
子
育
て
に
対
す

る
お
金
の
問
題
で
す
。
だ
か
ら

二
人
目
、
三
人
目
が
考
え
に
く

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え

ば
保
育
料
。
二
人
同
時
入
所
の

場
合
の
二
人
目
、
第
三
子
以
降

入
所
は
無
条
件
で
保
育
料
を
無

料
に
す
る
。
ま
た
無
料
預
か
り

ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
、
四
月
以

降
に
生
ま
れ
る
子
ど
も
に
無
料

預
か
り
ク
ー
ポ
ン
券
、
一
回
五

時
間
で
二
回
分
位
を
配
布
す
る

も
の
。
こ
れ
ら
は
提
案
で
す
。

延
長
保
育
制
度
化
、
障
害
児
保

育
は
平
成
二
一
年
を
目
標
に
や

る
、
と
し
て
い
ま
す
。
二
一
年

の
段
階
で
三
十
分
、
一
時
間
保

育
時
間
延
長
求
め
て
い
る
父
母

が
四
二
名
と
二
六
名
で
す
。
二

つ
の
提
案
と
延
長
保
育
、
障
害

児
保
育
を
二
一
年
を
待
た
ず
に

や
る
べ
き
で
は
。

町
長

一
つ
は
家
庭
の
方
で
十

分
な
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

制
度
化
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。
保
護
者
の

要
望
も
踏
ま
え
た
上
で
考
え
た

い
。
確
か
に
無
料
化
し
た
自
治

は
あ
る
。
町
は
二
子
、
三
子
に

対
し
て
軽
減
措
置
を
と
っ
て
対

応
し
て
い
る
。
今
の
少
子
化
対

策
の
中
で
こ
う
い
う
子
育
て
の

し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
の

は
、
こ
れ
は
も
う
や
は
り
行
政

の
責
務
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
今

後
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問

国
保
税
に
つ
い
て
、
こ

れ
以
上
、
納
め
る
限
界
に
来
て

い
る
、
と
い
う
認
識
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
未
納
、

滞
納
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

国
庫
負
担
率
の
問
題
で
す
。
一

九
八
四
年
に
は
国
保
の
国
庫
負

担
率
は
医
療
費
の
四
五
％
か
ら

給
付
費
の
五
十
％
に
変
え
高
額

医
療
費
分
含
め
医
療
費
に
直
す

と
三
八．

五
％
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
が
国
保

税
を
上
げ
る
大
き
な
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。
十
九
年
度
は
国

保
税
の
値
上
げ
し
な
い
町
長
の

方
針
で
す
。
住
民
の
暮
ら
し
を

最
低
限
の
と
こ
ろ
で
守
る
こ
と

に
つ
い
て
金
の
な
い
中
で
工
夫

が
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
平
成

二
十
年
に
つ
い
て
ど
う
い
う
展

望
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

国
民
健
康
保
険
証
の
取
り
上

げ
の
問
題
で
そ
の
対
象
と
な
る

特
別
な
事
情
の
五
つ
目
―
こ
れ

に
類
す
る
事
由
―
に
つ
い
て
、

そ
れ
は
自
治
体
の
自
主
裁
量

（
参
院
、
厚
生
労
働
委
員
会

‘〇
一
年
三
月
二
一
日
）
と
し

て
い
ま
す
。
要
綱
に
し
て
は
ど

う
か
。（
町
長
は
住
民
が
困
っ

て
い
る
時
は
役
場
の
方
へ
相
談

し
て
―
と
答
弁
し
て
い
る
）

介
護
保
険
料
は
平
成
二
十
年

は
平
成
十
八
年
に
比
べ
る
と
高

く
な
り
ま
す
。
四
段
階
、
五
段

階
の
人
が
高
く
な
り
ま
す
。
計

算
し
た
ら
ど
れ
程
に
な
る
か
。

ま
た
平
成
十
七
年
に
比
べ
て
二

十
年
は
同
じ
く
ど
れ
程
に
な
る

か
。

町
長

私
は
井
澗
議
員
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
住
民
の
生
活
を

考
え
た
ら
国
保
税
を
値
上
げ
す

る
と
か
、
介
護
保
険
を
値
上
げ

す
る
こ
と
は
町
の
政
策
と
し
て

は
や
は
り
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
う
こ
と
で
国
保
税
は

こ
こ
数
年
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
も
町
の
政
策
と
し
上

げ
て
い
ま
せ
ん
。
緩
和
措
置
が

切
れ
る
と
い
う
事
で
平
成
十
七

年
と
二
十
年
を
比
較
し
た
相
当

そ
の
差
額
が
出
て
来
ま
す
。
国

保
も
介
護
も
利
用
す
る
人
が
健

康
で
あ
っ
た
ら
値
上
げ
せ
ん
よ

う
な
格
好
に
な
り
ま
す
の
で
い

ろ
い
ろ
な
施
策
に
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

住
民
生
活
課
長

国
民
健
康
保

険
の
国
庫
負
担
で
す
が
、
平
成

十
六
年
度
は
保
険
者
負
担
額
の

四
十
％
で
老
人
保
健
制
度
発
足

前
と
比
較
し
て
療
養
給
付
費
国

庫
負
担
金
は
約
八，

八
〇
〇
万

円
余
り
減
額
、
十
七
年
度
は
三

六
％
で
約
一
億
二，

〇
〇
〇
万

円
、
十
八
年
度
決
算
で
は
三

四
％
で
約
一
億
三，

〇
〇
〇
万

円
余
り
の
各
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
介
護
保
険
料
の
十
九
、

二
十
年
度
の
差
額
（
増
）
は
約

四，

一
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
に
つ
い
て
は
平
成
十

八
年
、
十
九
年
度
も
基
金
を
取

り
崩
し
て
据
え
置
き
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
五
年
度
か
ら
五
年

間
、
同
一
金
額
で
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

他
に
、教
育
問
題
、大
型
作
業
場

に
つ
い
て
、住
民
負
担
増
に
つ

い
て
も
質
問
し
て
い
ま
す

①公立保育所について 
②子育ての全面施策について 
③国保税、介護保険料について 

井澗 治議員 井澗 治議員 

②
子
育
て
の
全
面
施
策

に
つ
い
て

③
国
保
税
、介
護
保
険
料

に
つ
い
て

①
公
立
保
育
所
に
つ
い
て
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質
問

二
〇
〇
三
年
度
か
ら

法
改
正
で
十
二
学
級
以
上
の

学
校
に
原
則
的
に
司
書
教
諭

を
置
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
が
、
上
富
田
町
の
実
情

は
ど
う
か
。

町
内
各
校
の
学
級
数
と
蔵

書
数
は
？
　
今
後
ど
の
よ
う

に
充
実
し
て
い
く
か
。

町
長

始
業
前
十
分
間
読
書

や
図
書
マ
ラ
ソ
ン
の
実
施
、

夏
休
み
中
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
ビ
ッ
グ
Ｕ
に
走
ら
せ

て
県
立
図
書
館
の
利
用
も
図

っ
て
い
る
。

教
委
総
務
課
長

現
在
十
二

学
級
以
上
の
該
当
校
は
、
朝

来
小
と
上
富
田
中
で
両
校
に

司
書
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
十
八
年
度
末
の
蔵
書
数

は
、
生
馬
小
六，

五
五
七
冊
、

一
二
九
％
、
朝
来
小
八，

七

八
〇
冊
、
八
五
％
、
岩
田
小

八，

一
八
六
冊
、
一
四
七
％
、

岡
小
五，

二
二
六
冊
、
一
〇

三
％
、
市
ノ
瀬
小
七，

四
九

五
冊
、
一
三
五
％
、
上
富
田

中
一
〇，

五
〇
八
冊
、
八

三
％
、
全
体
で
は
四
六，

七

五
二
冊
、
一
〇
六
％
。
図
書

購
入
費
は
毎
年
度
生
徒
数
に

応
じ
て
小
学
校
六
二
万
一
千

円
、
中
学
校
で
四
二
万
八
千

円
計
上
。
ス
キ
ー
列
車
廃
止

の
代
替
措
置
や
朝
来
愛
郷
福

祉
協
会
か
ら
の
寄
付
も
あ

り
、
充
実
し
つ
つ
あ
る
。

質
問

国
内
で
使
わ
れ
る
レ

ジ
袋
は
年
間
三
〇
万
二
千
ト

ン
、
三
〇
五
億
枚
、
国
民
一

人
当
り
三
〇
〇
枚
に
な
る
。

マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
と
共
に
レ

ジ
袋
の
有
料
化
を
商
店
や
ス

ー
パ
ー
に
働
き
か
け
る
こ
と

で
ゴ
ミ
の
減
量
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
。

町
長

一
枚
の
レ
ジ
袋
に
原

油
一
八．

三
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

必
要
。
発
電
に
直
す
と
六
〇

ワ
ッ
ト
の
電
球
を
一
時
間
点

灯
で
き
る
。
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、
町
内
の
ス
ー

パ
ー
や
量
販
店
は
田
辺
に
関

連
す
る
店
が
多
く
、
町
だ
け

で
は
進
み
に
く
い
。

何
年
か
先
に
紀
南
最
終
処

分
場
が
で
き
る
が
、
そ
の
際

町
の
環
境
に
対
す
る
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
る
。
レ
ジ
袋

に
つ
い
て
は
も
ら
わ
な
い
運

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
今

後
皆
さ
ん
方
の
応
援
を
頂
い

て
、
全
町
的
に
取
組
め
る
よ

う
行
政
側
と
し
て
も
対
応
す

る
の
で
協
力
し
て
ほ
し
い
。

質
問

社
会
福
祉
協
議
会
の

「
心
配
ご
と
相
談
」
に
は
年

間
何
件
で
ど
の
よ
う
な
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
、
子
育

て
問
題
な
ど
、
女
性
の
抱
え

る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
女
性

に
相
談
で
き
る
窓
口
を
開
設

し
て
は
ど
う
か
。
週
一
回
二

時
間
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

相
談
員
で
ま
ず
始
め
て
は
ど

う
か
。

町
長

心
配
ご
と
相
談
は
三

ヶ
所
で
三
二
件
（
財
産
関
係

一
二
件
、
生
計
八
件
、
住
宅

五
件
、
そ
の
他
二
件
）
の
相

談
を
受
け
て
い
る
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
行
為

も
な
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
。
相
談
に
来
れ
ず
目
に
見

え
な
い
こ
と
が
起
き
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
民
生

委
員
に
隣
近
所
の
つ
き
合
い

で
相
談
に
の
っ
て
十
分
な
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
題
の
早
期
発
見
や
早
期

に
相
談
を
受
け
る
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。
民
生
や
保

健
推
進
委
員
な
ど
、
い
ろ
ん

な
方
の
ご
協
力
で
何
ら
か
の

方
法
は
必
要
と
思
う
。

相
談
が
安
易
に
で
き
る
か

た
ち
や
ど
う
い
う
運
営
が
い

い
の
か
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

①学校図書館について　 
②ゴミ減量のためにレジ袋有料化を業者に働きかけてはどうか 
③女性問題専門の相談窓口設置を！ 

木 村 政 子 議員 木 村 政 子 議員 
①
学
校
図
書
館
に
つ
い
て

②
ゴ
ミ
減
量
の
た
め
に
レ

ジ
袋
有
料
化
を
業
者
に
働

き
か
け
て
は
ど
う
か

③
女
性
問
題
専
門
の
相

談
窓
口
設
置
を
！

朝来小学校の図書室
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道
路
は
、
国
民
生
活
や
経

済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
最
も

基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

そ
の
整
備
は
全
国
民
が
長
年
に

わ
た
り
、
熱
望
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

和
歌
山
県
、
特
に
南
部
は
、

全
国
的
に
比
べ
道
路
整
備
が
大

き
く
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
が
地
方
の
自
立
的
な
発
展

や
、
住
民
の
生
活
向
上
を
図
る

上
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
た
め
、
本
町
に
お
い
て

は
、
今
後
と
も
高
規
格
幹
線
道

路
か
ら
市
町
村
道
に
至
る
道
路

網
の
早
急
な
整
備
が
是
非
と
も

必
要
で
あ
る
。

昨
年
末
に
、「
道
路
特
定
財

源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体

策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
十
九

年
中
に
、
今
後
の
具
体
的
な
道

路
整
備
の
姿
を
示
し
た
中
期
的

な
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ

れ
る
な
ど
、
見
直
し
の
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
道
路
整

備
に
対
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
は

依
然
と
し
て
高
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
道
路
整
備
の
推

進
が
強
力
に
図
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配

慮
を
強
く
要
望
す
る
。

記

一．

道
路
特
定
財
源
は
受
益
者

負
担
と
い
う
趣
旨
に
則
り
、
道

路
整
備
の
た
め
の
必
要
な
財
源

と
し
て
確
保
す
る
こ
と
。

二．

特
に
東
南
海
・
南
海
地
震

な
ど
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る

緊
急
輸
送
機
能
の
確
保
を
図
る

こ
と
。

三．

遅
れ
て
い
る
地
方
の
道
路

整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
、
地

方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
を
拡

充
す
る
こ
と
。

四．

中
期
的
な
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
地
方
の
声
や
道

路
整
備
の
実
情
に
配
慮
す
る
こ

と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
九
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
。

提
出
者
　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
木
　
本
　
眞
　
次

副
委
員
長
　
畑
　
山
　
　
　
豊

委
　
員
　
　
山
　
本
　
明
　
生

三
　
浦
　
耕
　
一

大
　
石
　
哲
　
雄

榎
　
本
　
　
　
敏

６月定例会で産業民生常任委員会より意見書が提出
され、賛成多数で可決し、関係機関へ提出しました。 

地
方
の
実
情
に
あ
っ
た
道

路
整
備
の
促
進
と
財
源
確

保
を
求
め
る
意
見
書

今
月
号
よ
り
議
会
だ
よ

り
の
発
行
は
、
議
会
広
報

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
広
報
活
動
を
今
後

益
々
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

議
会
の
議
決
事
項
、
議
員

の
一
般
質
問
等
で
き
る
だ

け
わ
か
り
や
す
く
、
読
み

や
す
く
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
六
月
発
行
の
一

一
八
号
よ
り
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
議
会
だ
よ

り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
紙
面
等
へ
の

ご
意
見
・
ご
感
想
が
あ
れ

ば
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

改良中の国道42号（峠付近）

早期完成を望む高速自動車道（田辺市稲成付近で）


